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スイートコーン栽培における 

雄穂切除による倒伏軽減技術 
 

山梨県の高冷地におけるスイートコーン夏秋栽培と平坦地における抑制栽培では、生育期が

台風の発生期に重なるため、強風で倒伏し、品質・収量の低下や収穫等労力の増加が懸念され

ます。そこで、山梨県総合農業技術センターでは、スイートコーンの雄穂切除による台風等の

強風による倒伏軽減を開発しましたので、その概要を紹介します。 

 
☆ 技術の概要 
１．雌穂上位２～４葉を残して雄穂を切除することによって、強風による倒伏が軽減されます

（図１、図２）。 

２．雄穂切除の時期は、平坦地と高冷地ともに絹糸抽出１週間後以降であれば、先端不稔の発

生は切除しない場合と同等で、品質は維持されます。 

３．絹糸抽出１週間後以降に、雌穂上位２葉以上を確保して雄穂切除を行うと、切除しない場

合と同等の収量が得られます（表１）。 

      

       表１ 絹糸抽出１週間後における切除位置の違いによる果実特性 

      

 
☆ 活用面での留意点 
１．台風時には、降雨も倒伏の要因となるため併せて排水対策を行う必要があります。 

２．雄穂切除の作業時間は、鎌を用いて１人で行った場合は、10a あたり約２時間です。 

３．詳しいことは、山梨県総合農業技術センター栽培部野菜科（TEL:0551-28-2496）までお問

い合わせ下さい。 
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